
 

Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
四
期
中
間
活
動
報
告
会
が
二
月
十
日

（
金
）
繊
協
ビ
ル
で
行
わ
れ
た
。「
交
通
安
全
分
科
会
」

「
交
通
分
科
会
」
「
県
境
道
路
分
科
会
」
「
水
分
科
会
」

「
地
象
分
科
会
」
の
五
分
科
会
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
活

動
報
告
及
び
新
規
入
会
者
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。 

 
 

加
藤
哲
男
理
事
長
か
ら
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
田
辺
毅

氏
の
司
会
の
も
と
、
各
発
表
時
間
八
分
、
講
評
二
分
の

時
間
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
の
発
表
、
講
評
が
行
な

わ
れ
た
。
報
告
後
に
は
、
中
村
毅
氏
に
よ
る
総
評
が
行

わ
れ
た
。 

 

報
告
会
終
了
後
、
会
場
を
移
し
懇
親
会
が
開
か
れ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
員
相
互
の
交
流
が
深
め

ら
れ
た
。 

 

         

2017. 3.22 

第 8 号 
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【
交
通
安
全
分
科
会
】 

発
表 

嶋
田 

喜
昭 

     

講
評 

中
村 

真
里  

「
道
路
交
通
の
安
全
性
に
関
す
る
文
献
調
査
研
究
」 

  

日
本
は
、
安
心
・
安
全
と
い
え
ば
防
災
が
取
り
上

げ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
日
々
の
生
活
で
は
、
よ
り

頻
繁
に
発
生
す
る
「
防
犯
」
や
「
交
通
安
全
」
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
も
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
そ
の
死
者
数

に
目
を
向
け
る
と
、
こ
れ
ま
で
交
通
事
故
で
亡
く
な

っ
て
い
る
人
々
は
桁
違
い
に
多
い
。
つ
ま
り
、
「
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
際
、
ま
ず
交

通
安
全
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
。 

本
研
究
で
は
特
に
道
路
交
通
に
お
け
る
「
交
通
安

全
」
に
着
目
し
、
情
報
技
術
等
が
発
展
し
て
き
た
最

近
２
０
年
間
に
公
表
さ
れ
た
道
路
交
通
の
安
全
性
に

関
す
る
調
査
研
究
や
事
業
の
文
献
を
調
査
し
、
今
後

実
施
す
べ
き
研
究
課
題
や
政
策
等
に
つ
い
て
検
討
す

る
も
の
で
あ
る
。 

 

文
献
整
理
の
方
法
は
、
学
会
誌
・
論
文
集
・
雑
誌

に
お
け
る
調
査
研
究
文
献
を
整
理
す
る
場
合
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
主
た
る
調
査 

研
究
の
内
容
に
基

づ
い
て
「
段
階
」
と
「
要
因
」
の
マ
ト
リ
ク
ス
で
分

類
し
、
該
当
箇
所
に
文
献 

番
号
を
記
入
し
て
い
く
。

ま
た
、
そ
の
際
、
調
査
研
究
の
対
象
・
視
点
に
応
じ

て
、
各
文
献
番
号
の
頭
に
、
自
動
車
（
◎
）
、
自
転

車
（
◯
）
、
歩
行
者
（
生
活
者
）
（
□
）
、
乗
客
・

来
街
者
（
△
）
、
そ
の
他
（
▲
）
の
記
号
を
付
与 

す

る
が
、
す
べ
て
の
対
象
・
視
点
に
該
当
す
る
場
合
は

（A

）
を
付
与
す
る
こ
と
と
し
た
。
動
物
を
対
象
と
し

た
文 

献
に
つ
い
て
は
「
そ
の
他
」
に
分
類
す
る
こ
と

と
し
た
。 

な
お
、
要
因
に
お
い
て
「
心
理
・
安
全
教

育
」
と
し
て
い
た
も
の
は
、
「
人
間
的
要
因
（
心
理
・

能
力
・
安
全
教
育
）
」
に
改
め
、
人
間
の
能
力
を
扱

う
研
究
も
該
当
さ
せ
る
も
の
と
し
た
。 

【
交
通
分
科
会
】 

     
 

発
表 

吉
村 

朋
矩 

講
評 

細
谷 

宗
平 

 

「
歩
行
者
・
自
転
車
を
取
り
巻
く 

環
境
に
関
す
る
研
究
」 

  

警
視
庁
に
よ
る
平
成
２
７
年
度
の
全
交
通
事
故
件

数
は
過
去
１
０
年
間
で
約
４
０
％
減
少
し
、
自
転
車

関
連
事
故
件
数
に
つ
い
て
も
約
５
０
％
減
少
し
て
い

る
。
一
方
、
自
転
車
対
歩
行
者
の
事
故
件
数
は
ほ
と

ん
ど
減
少
し
て
お
ら
ず
、
横
ば
い
状
態
で
あ
る
。
さ

ら
に
高
校
生
の
自
転
車
乗
用
中
の
死
傷
者
数
が
他
の

年
齢
と
比
べ
最
も
高
い
こ
と
か
ら
、
高
校
生
の
通
学

路
を
対
象
と
し
て
、
自
動
車
や
自
転
車
、
歩
行
者
の

交
通
量
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
自
転
車
利
用
者
の

交
通
法
規
違
反
行
動
の
実
態
、
通
行
位
置
に
関
す
る

現
地
調
査
を
実
施
し
、
歩
行
者
・
自
転
車
に
関
連
す

る
事
故
減
少
に
向
け
た
知
見
を
得
た
い
と
考
え
た
。 

調
査
は
平
成
２
８
年
１
１
月
３
０
日
に
行
い
、
調

査
対
象
区
間
は
藤
島
高
校
正
門
前
の
道
路
の
自
転
車

の
通
行
空
間
が
異
な
る
三
か
所
で
実
施
し
た
。
違
反

行
動
と
し
て
は
、
徐
行
違
反
や
逆
走
、
自
転
車
通
行

不
可
の
道
路
に
お
け
る
通
行
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
調

査
個
所
に
よ
っ
て
違
反
行
動
に
差
が
あ
り
、
徐
行
違

反
や
逆
走
が
多
い
個
所
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
各
調
査
個
所
の
全
体
で
み
る
と
、
自
転
車
交
通

量
は
少
な
い
も
の
の
、
違
反
行
動
の
割
合
が
高
い
個

所
や
、
自
転
車
交
通
量
は
多
い
も
の
の
、
違
反
行
動

の
割
合
が
低
い
個
所
が
あ
っ
た
。 
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第四期中間活動報告会 

加藤哲男氏挨拶 

第 4 期中間報告会 

加藤理事長の挨拶 



  

【
水
分
科
会
】 

発
表 

嶋
田 

良
和 

     

講
評 

梅
田 

祐
一  

「
屋
外
橋
梁
博
物
館
へ
行
こ
う
！ 

～
奥
越
地
域
の
土
木
遺
産
～
」 

 
 

 

水
に
ま
つ
わ
る
テ
ー
マ
で
取
り
組
む
中
で
こ
れ
ま
で
は

河
川
自
体
に
着
目
し
て
き
た
が
、
今
回
は
河
川
を
横
断
す

る
工
作
物
と
し
て
、
橋
梁
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
奥
越

地
域
の
特
に
和
泉
方
面
の
国
道
１
５
８
号
に
は
、
ダ
ム
建

設
を
機
に
様
々
な
形
式
の
橋
梁
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
本
州
四
国
連
絡
橋
の
実
験
橋
と
し
て
有
名
な
箱
ヶ
瀬

橋
に
も
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
て
い
る
。 

今
後
、
中
部
縦
貫
自
動
車
路
の
開
通
に
よ
り
現
道
の
交

通
量
減
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
活
か
し
て
、
こ
れ
ら
の
特

色
あ
る
橋
梁
を
貴
重
な
土
木
構
造
物
遺
産
と
し
て
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
、
「
恐
竜
博
物
館
」
に
ち
な
ん
で
「
橋

梁
博
物
館
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
構
想
が
あ
る
。
本
調
査
で

は
、
そ
の
構
想
を
具
体
的
な
形
に
す
る
た
め
、
対
象
橋
梁

の
選
定
お
よ
び
そ
の
視
点
場
の
現
地
調
査
と
と
り
ま
と
め

を
行
っ
た
。 

今
後
は
、
異
な
る
上
部
構
造
を
持
ち
見
た
目
に
も
楽
し

め
る
よ
う
選
定
し
た
こ
の
５
橋
（
霧
降
橋 

（
大
野
市
湯

上
）
、 

大
谷
橋 

（
大
野
市
大
谷
）
、
箱
ヶ
瀬
橋 

（
大
野

市
箱
ヶ
瀬
）
、
面
谷
橋 
（
大
野
市
大
谷
）
、
勝
山
橋 

（
勝

山
市
遅
羽
町
千
代
田
）
）
を
メ
イ
ン
と
し
な
が
ら
、 

文
献

等
を
中
心
に
他
の
橋
梁
や
時
代
背
景
に
つ
い
て
も
調 

査

を
進
め
、
よ
り
厚
み
の
あ
る
屋
外
橋
梁
博
物
館
構
想
に 

向

け
て
と
り
ま
と
め
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

 

【
地
象
分
科
会
】 

発
表 

小
林 

孝
彰 

     

講
評 

千
谷 

俊
之  

「
福
井
の
地
名
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
」 

  

大
雨
な
ど
の
防
災
・
減
災
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
気

象
と
並
ぶ
重
要
な
要
素
と
し
て
地
形
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

河

川
に
近
け
れ
ば
、
増
水
・
越
水
対
策
、
窪
ん
だ
土
地
で
あ

れ
ば
、
浸
水
被
害
対
策
、
山
に
面
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

土
砂
災
害
な
ど
の
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
地
形
を

理
解
す
る
こ
と
は
、
対
策
を
講
ず
る
上
で
、
必
要
な
知
識

と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
地
形
を

読
み
解
く
に
あ
た
っ
て
、
切
り
離
せ
な
い
も
の
が
、
地
名

で
あ
る
。
地
名
は
そ
の 

地
域
が
、
過
去
に
ど
の
よ
う
な
地

形
で
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り
得
る
の

か
と
い
っ
た
、 

災
害
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
の
に
有
用
な
要

素
だ
と
い
え
る
。
昨
年
度
は
、
福
井
市
街
地
の
西
、
日
野

川
と
足
羽
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
を
調
査
し
た
。
輪
中
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
久
喜
津
町
、
足
羽
川
が
流
れ
て
い
た
渡
町

等
、
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、
地
名
と
地
形
の
繋
が
り
が
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
た
。 

今
年
度
も
引
き
続
き
、
現
地
調

査
を
通
し
て
、
そ
の
地
名
を
考
察
し
て
い
く
。 

 

今
回
の
現
地
調
査
地
は
、
１
０
月
１
６
日
に
実
施
し
、

福
井
市
の
東
に
位
置
し
、
九
頭
竜
川
が
山
間
部
か
ら
平
野

部
へ
と
流
れ
て
込
ん
で
く
る
位
置
に
あ
た
る
東
藤
島
近
辺

に
着
目
し
て
調
査
を
行
っ
た
。 

 

周
辺
の
地
名
を
見
て
い
く
と
、
藤
島
、
島
橋
町
、
玄
正

島
町
と
言
う
よ
う
に
島
と
い
う
名
が
入
り
、
河
川
の
氾
濫

に
よ
る
地
形
が
、
地
名
へ
と
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
扇
状
地
の
特
徴
で
あ
る
湧
水
を
利
用
し
て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
泉
田
な
ど
地
形
が
反
映
さ
れ
た
地
名
が
目

に
つ
い
た
。 

【
県
境
道
路
分
科
会
】 

発
表 

西
谷 

光
史 

  

講
評 

清
水 

健 
 

「
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
国
際
化
（
観
光
）
時
代 

に
お
け
る
県
境
道
路
の
在
り
方
」 

  

近
年
の
幹
線
道
路
網
の
整
備
に
伴
い
、
縦
貫
・
横
断 

路

線
が
有
機
的
に
連
絡
し
て
広
域
的
な
周
遊
ル
ー
ト
を
形
成

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
福
井
県
に
お
い
て
は
、
今
後
、

中
部
縦
貫
自
動
車
道
や
冠
山
峠
道
路
の
更 

な
る
整
備
に

よ
り
、
県
境
部
を
挟
ん
だ
ル
ー
ト
の
選
択
肢
が
多
様
化
し
、

災
害
時
の
避
難
や
救
援
活
動
、
県
境
部
の
過
疎
地
域
の
維

持
・
再
生
、
観
光
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
今
期
も
人
口
減
少
、
高
齢

化
、
国
際
化(

観
光
時
代)

に
お
け
る
県
境
道
路
の
在
り
方
、

活
用
方
策
を
主
要
テ
ー
マ
に
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
県
境
道
路
を
有
す
る
福
井
県
池
田
町
を
対 

象

と
し
て
、
現
地
調
査
及
び
池
田
町
行
政
担
当
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
県
境
道
路
の
特
性
を
詳
細
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、
県
境
道
路
沿
道
地
域
の
課
題
と
道
路

整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
的

な
知
見
を
得
る
こ
と
も
目
的
に
し
て
い
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
内
容
は
、
今
後
の
道
路
計
画
→
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の

開
通
は
池
田
町
に
と
っ
て
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
、 

隣
県
自
治
体
と
の
交
流
・
連
携
促
進
・
協
力
体
制
に
つ
い

て
、
地
域
の
維
持
、
国
・
県
と
の
体
制
等
で
あ
る
。
回
答

の
内
容
は
、
池
田
町
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
に
関
し
て
は
観

光
周
遊
で
行
き
帰
り
で
別
の
移
動
経
路
の
選
択
肢
と
し
て

の
利
用
を
期
待
す
る
意
見
や
、
交
流
・
連
携
に
関
し
て
は
、

交
流
事
業
の
企
画
、
観
光
案
内
の
企
画 

・
地
域
住
民
の
往

来
増
加
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
た
。 

 



  

《
入
会
》 

賛
助
会
員 

細
江 

雅
希 

 
 

 
 

 

山
田 

将
大 

《
退
会
》 

正
会
員 

渡
辺 

和
幸 

 

平
成
２
９
年
２
月
末
現
在 

正
会
員 

 

７
１
名 

賛
助
会
員 

３
２
名 

合 

計 
  

 

１
０
３
名 

 

発表を行う小林氏 

発表を行う西谷氏(右)、講評を行う清水氏(左) 

【
第
四
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｆ
談
話
会
】 

 
 

第
四
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｆ
談
話
会
が
３
月

２
２
日(

水)

に
ふ
く
い
県
民
活
動
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
７
０
６
会
議
室(

Ａ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
Ａ
７
階)

に
て
行
わ
れ
た
。 

 
講
師
の
萬
匠
東
亜
男
氏
を
招
き
、「
マ
ヤ
・

ア
ス
テ
カ
文
明
の
地
を
訪
ね
て
」
を
テ
ー
マ

に
談
話
会
が
行
わ
れ
た
。
自
身
が
実
際
に
訪

れ
た
メ
キ
シ
コ
に
つ
い
て
の
詳
し
い
歴
史
や

都
市
、
遺
跡
な
ど
を
説
明
し
た
の
ち
、
マ
ヤ

の
歴
と
数
字
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。 

(

出
席
者
１
１
名) 

  

【
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】 

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
年
会
費 正

会
員 

 

： 

１
２
，
０
０
０
円 

賛
助
会
員 

： 
 

３
，
０
０
０
円  

■
会
費
納
入
先 

 
 

 
 

《
振
込
み
の
場
合
》 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

振
替
口
座 

７
３
０
‐
３
‐
２
０
３
９
６ 

 

 

福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
等
開
催
時
、
ま
た
は
、
左

記
、
財
務
幹
事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

 
 

【
財
務
幹
事
】 

〒
９
１
０-

８
５
８
０ 

福
井
県
福
井
市
大
手
３
丁
目
１
７
番
１
号 

９
階 

福
井
県 

土
木
部 

河
川
課 

河
川
整
備
グ
ル
ー
プ 

 

清
水 

健 

T
EL

 
 

０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
４
８
１ 

 
M
ai

l 
 t-sh

im
izu

-j3@
pref.fu

ku
i.lg.jp 

☆
入
会
の
お
し
ら
せ
☆
（
敬
称
略
） 

発表を行う嶋田氏(右)、講評を行う中村氏(左) 
発表を行う吉村氏(右)、講評を行う細谷氏(左) 

発表を行う嶋田氏(右)、講評を行う梅田氏(左) 
講評を行う千谷氏 

総評を行う中村氏 萬匠東亜男氏 


